
体育 の 授業 で は、技能 の 習得 、体力 の向 上 を目 指 すだ けで は なく 、「 体 を 動か す
って 気 持ち い いな 」「運 動 する こ とっ て 楽し い な」と いっ た 思い を たっ ぷ りと 味わ
わせ る こと が 大切 です 。 

  こ う し た 思い を 積み 重 ね る 授業 を 行う こ と が、「 も っ とや っ て み たい 」「 また や
り たい 」 と い う子 ど もの 自 発 的 な姿 に つな が り 、 生涯 に わた っ て 運 動に 親 しむ 資
質や 能 力の 基 礎を 育む こ とや 、 体力 の向 上 につ な がっ てい き ます 。 

 
 

 
2 年間のまとまりを意識し、子どもの実態に合った目標を設定する                             

学習 指 導要 領 には 、低・中・高学 年 の 2 年 間 のま と ま りで 付 けた い 力が 明確 化  
され て いま す 。ま ず は 2 年 間で ど の よう な 力を 付 ける こと が 求め ら れて いる か を  
把握 し ます 。 また 、こ れ らを 教 師の 思い だ けで 指 導し よう と する の では なく 、 目 
の前 の 子ど も の実 態を 把 握し 、 実態 に合 っ た目 標 、目 標を 達 成す る ため の指 導 計 
画を 立 てて 授 業に 臨む よ うに し まし ょう 。 

○ 子ど も の 実 態と は 、既 習 事 項（ 前 学 年ま で の 学習 内 容 ）の 習 得 状況 、 教 材に
対 する 興 味 ・ 関心 の 度合 い 等 を 指し ま す。 ア ン ケ ート や イン タ ビ ュ ー調 査、
レデ ィ ネス テ スト を通 し て把 握 して おき ま しょ う 。 

○付 け たい 力 や子 ども の 実態 に つい ては 、 教師 間 で共 通理 解 を図 り まし ょう 。 
 
 
 
どの子どもにも運動の楽しさや、喜びを味わわせるための手立てを工夫する 
  体育 の 授業 の 楽 しさ や 喜び は どこ にあ る ので し ょう か。「で き るよ う に なっ た」
とい う 技能 面 はも ちろ ん 、態度 面 で は「関 わ る」「 認め られ る」、思 考・判 断で は
「ポ イ ント を 見つ ける 」「 活 動を 自 己 決定 す る」等 、様 々な 場 面が 考 えら れま す。
全て の 子ど も に、この よ うな 楽 しさ や喜 び をバ ラ ンス よく 味 わわ せ なが ら、指導
内容 が 身に 付 く手 立て を 工夫 し まし ょう 。 具体 的 には 、 

○個 に 応じ た 指導 の充 実 を図 る 
・課 題 別、 習 熟度 別学 習 のコ ー スや 場を 設 定す る 。 
・苦 手 な子 ど も、 消極 的 な子 ど もへ の支 援 を充 実 させ る。 

→ 「痛 い ・ 怖 い・ 恥 ずか し い 」 とい っ た子 ど も が 積極 的 に運 動 す る こと を
妨げ る よう な 思い を取 り 除く 手 立て や教 具 を工 夫 する 。 

○｢分か っ た」「で きた 」 を実 感 でき る場 面 を保 障 する 
・ スモ ー ル ス テッ プ の活 動 を 設 定し 、 達成 感 の 積 み重 ね によ り 自 信 を持 たせ

る。 
・教 師 が子 ど もの 進歩 を 見逃 さ ず、 タイ ム リー に 価値 付け る 。 
・ ICT 機器 を 活用 し、 自 分の 姿 や技 の出 来 ばえ を 視覚 的に 捉 えさ せ る。 

 
 
身体を動かしながら行う言語活動を大切にする 

体 育 にお け る 言 語 活 動 は運 動 量 と の バ ラ ンス を 考 え て 行 い たい も の で す 。 した
が って 、 あ ま り 形 や 時間 の 確 保 に と ら われ る 必 要 は あ り ませ ん 。 感 じ た こ とを言
葉に し たり 、そ れ らの 言 葉を 使 って 交流 し たり す る場 面、互い の 考え を 伝え 合 い、
自 分の 考 え や 集 団 の 考え を 発 展 さ せ る 場面 、 互 い の 存 在 につ い て の 理 解 を 深め、
仲 間を 尊 重 す る 場 面 など 、 身 体 を 動 か しな が ら 思 考 や コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を伴う
活動 を 必要 に 応じ て、 効 果的 に 取り 入れ て いき ま しょ う。  
 

 

 

 
単 元 名 器械運動（マット運動）（２/７時） 
本時の目標  

場の危険物を取り除いたり、器械・器具の安全を確かめたりするとともに、試技の開始前の安

全を確かめながら活動する。【態度】 
  

○学習活動・予想される子どもの反応 ・留意点 ※支援 評価 
○グループごとにマットの準備をする。 
○体操、ストレッチをする。 
○グループごとに感覚つくりの運動をする。 
 ・動物歩き・ゆりかご・背支持倒立・かえるの足打ち 
○今日の学習課題と活動を確認する。 
 
 
 
 
○前時（１時間目）に学習した「マット運動を安全に行う
ための約束」を全員と確認する。 

○学習カードをもとに、グループごとに４つの基本技の確
認を協力して行う。 

 
 
○前転           ○壁倒立 
○後転           ・まっすぐな倒立ができた。 
・きれいに回転ができた。  ・壁に寄りかかってしまう。 
・頭がつかえて回れない。  ・腰が高く上がらずに戻っ 
・回転後、しゃがみ立ち   てしまう。 

  の姿勢がつくれない。  ○腕立て横跳び越し 
              ・腰を高く上げて、マット

を跳び越せた。 
・腰が高く上がらない。 

              ・背中から倒れてしまう。 
○学習カードに今日できたことを記入する。 
・基本技の出来ばえのチェックとともに、安全に活動でき
たかどうかについて自己評価する。 

 
 
 
 
 
 
 
○協力してマットの片付けを行う。 
 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身に付けたい態度が発揮できる

場を用意し、評価も目標に沿った

規準と方法で行うことで、指導と

評価の一体化を図ることが可能

になります。 

 

■  ポイント １ 

■  ポイント ２ 

■  ポイント ３ 

 場の安全を確かめながら、今できる技の確認を 

しよう。 

基本的な回転技 基本的な倒立技 

場の危険物を取り除いたり、器

械・器具の安全を確かめたりす

るとともに、試技の開始前の安

全を確かめながら活動してい

る。（観察）（学習カード）【態度】 

 

・マット上の安全を確認してから演技ができた。 

・自分の順番が終了した後、手を挙げて次の友達に合

図を送ることができた。 

・マットがずれていた時に進んで直すことができた。 

実態把握として、３年生で行った

基本技の確認を行います。この様

子を次時以降の授業構想や、個別

の支援に生かしていきます。 

ここが体を動かしながら行う言語

活動の場面です。安全に技を行うた

めに必要な声掛け以外にも、技に対

する賞賛や励ましの声を出すこと

も身に付けたい態度の１つです。 

本時は、場や器械・器具の安全に気を付

けて活動する「態度」を身に付けること

を目標としています。 

本時の評価は観察と学習カード

の自己評価の２つで行います。 

学習カードには、安全に活動す

るために行ったことや意識した

ことなどのように、視点を与え

て記述させるとよいでしょう。 

■  実践事例（小学校４年生） 



小 学 校 で 運 動 す る こ と の 楽 し さ や 喜 び を た っ ぷ り と 味 わ っ て き た 子 ど も に 対
し 、中 学 校 で は、 よ り専 門 的 な 知識 や 技能 、 そ れ に基 づ いた 思 考 力 ・判 断 力等 を
身 に付 け さ せ るこ と を意 識 し た 授業 を 行い た い も ので す 。そ う す る こと で 「ど う
した ら 上手 く でき るだ ろ うか 」「 こ う して み よう か な」と いっ た 思い を 子ど もが 抱
く よう に な り 、主 体 的・ 計 画 的 に課 題 解決 に 取 り 組み 、 生涯 に わ た って 運 動に 親
しむ 資 質や 能 力を 育む こ とに つ なが りま す 。 

 
 

付けたい力（技能、態度、思考・判断）を明確にした目標を設定する                             
本 単元 や 本 時 で、 何 を指 導 す る のか 、 その た め に どの よ うな 活 動 が 有効 な のか

を 整理 し ま す 。ど う して も 「 技 能」 の 指導 が 中 心 にな り がち な 保 健 体育 の 授業 で
すが 、「 態 度」 も 「 思考 ・ 判断 」 も明 確化 さ れて い る内 容に 沿 って 適 切に 指導 し 、
評価 も して い かな けれ ば なり ま せん 。そ の ため に 以下 の点 を 心掛 け まし ょう 。 

○学 習 活動 に 即し た評 価 規準 を 作成 し、 単 元の 指 導計 画 に 1 時 間ご と の 目標 、
学 習 活動 、 目 標 と 学 習 活動 に 即 し た 評 価 の計 画 を 記 し て お きま す 。 こ う する
こ と で、 単 元 全 体 の 流 れが 把 握 で き 、 本 時の 付 け た い 力 や 、指 導 す る 内 容が
明確 に なり 、 指導 と評 価 の一 体 化に もつ な がり ま す。 

○付 け たい 力 を明 確に す るた め に、 目の 前 の子 ど もの 実態 把 握は 欠 かす こと が 
でき ま せん 。既習 事項 の 確認（ 前学 年ま で の習 得 状況 ）、教 材 に対 す る興 味 関  
心の 度 合い 、 予想 され る つま ず き等 、レ デ ィネ ス 調査 やア ン ケー ト を通 して 
的確 に 把握 し てお きま し ょう 。 

 
 

運動を楽しく行い、指導内容を身に付けさせるための手立てを工夫する 
全 て の子 ど も に 運 動 の 楽し さ や 喜 び を 味 わわ せ な が ら 、 指 導内 容 が 身 に 付 く手

立て を 工夫 し まし ょう 。 具体 的 には 
○個 に 応じ た 指導 の充 実 を図 る 

・課 題 別、 習 熟度 別学 習 のコ ー スや 場を 設 定す る 。 
・苦 手 な子 ど も、 消極 的 な子 ど もへ の支 援 を充 実 させ る。 

→ 「痛 い ・ 怖 い・ 恥 ずか し い 」 とい っ た、 子 ど も が積 極 的に 運 動 す るこ と
を妨 げ るよ う な思 いを 取 り除 く ため の手 立 てや 教 具を 工夫 す る。 

○「 分 かっ た」「 で きた 」 を実 感 でき る場 面 を保 障 する 
・スモ ー ルス テ ッ プの 活 動を 設 定し 、達成 感 の積 み 重 ねに よ り自 信 を持 たせ

る。 
・教 師 が子 ど もの 進歩 を 見逃 さ ず、 タイ ム リー に 価値 付け る 。 
・ ICT 機器 を 活用 し、 自 分の 姿 や技 の出 来 ばえ を 視覚 的に 捉 えさ せ る。 

 

 

言語活動の充実が、子どもの資質能力の育成や、指導内容の定着につなが
るように意識する 

言語 活 動は 行 うこ とが 目 的で は なく 、言語 活 動を 手 立て とし て 指導 の 充実 を図

るこ と が目 的 です 。つ まり 、言 語 活 動を 通 して 、思 考 力・判断 力・表 現 力と い っ

た資 質 や能 力 を身 に付 け させ る こと が大 切 です 。言 語活 動を 行 う目 的 や話 し合 い

のポ イ ント 等 を子 ども に 明確 に 示す とと も に、言語 活 動を 活 発に す るた めの「話

材 （ 資 料 等 ）」 を 用 意 す る な ど 、 効 果 的 な 活 動 を 行 う た め の 工 夫 を し て い き ま し

ょう 。 

 

 

 

単 元 名 球技（ゴール型 バスケットボール）（５/９時） 
本時の目標 

 前時に行ったゲームから、攻撃面におけるチームの課題を見つけることができる。【思考・判断】 
  

○学習活動・予想される子どもの反応 ・留意点 ※支援 評価 

○集合、挨拶、健康観察 

○体操・ストレッチ・補強運動、ボールキャッチ、ドリブル 

○今日の学習課題と活動を確認する。 

 

 

 

○グループごと前時に行ったゲームをタブレットを使い、映

像で確認する。 

○映像を見て、チームとしてシュートにつなげるために必要

なボール操作や動きを考え学習カードに記入する。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○必要だと思うボール操作や動きを 1人ずつ発表し、挙げら

れた意見の中から、チームとして取り組んでいきたい内容

について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

○話し合った内容を踏まえてチーム練習を行う。 

○本時の学習課題に対し、どのように取り組んだかをチーム

ごとに発表する。 

○整理運動、挨拶、片付け 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本時の評価は「思考・判断」

についてのみです。方法は

学習カードと観察の２つで

行います。 

■  実践事例（中学校 1 年生） 

■  ポイント ２ 

■  ポイント ３ 

 前時に行ったゲームから、攻撃面におけるチームの

課題を見つけよう。 

攻撃面におけるチームの課

題を見つけている。 

（学習カード）（観察） 

【思考・判断】 

・パスミスやパスカットをされることが多かったから、 

ディフェンスをつけたパス回しの練習をしよう。 

・ドリブルが少なかったからもう少し使っていこう。 

・ゴール前の空いている場所に素早く走り込む動きを増

やしてみよう。 等 

タブレットを使い、チーム

の課題の確認を行います。

このようにＩＣＴ機器を活

用することは、課題を見つ

けるための有効な手立てと

なります。 

ここが体を動かしながら行

う言語活動の場面です。チ

ームの課題解決のために必

要な声掛け以外にも、仲間

に対する賞賛や励ましの声

を出すことも奨励したいも

のです。 

本時は、チームの課題を見

つける「思考・判断」の力

を身に付けることを目標と

しています。 

思考・判断の学習を行う際には、事前に前提となる知

識や技能を指導しておきます。本時の場合、以下のよ

うな指導が考えられます。 

・相手をかわすパス ・正確なパスキャッチ 

・クイックストップ ・ストライドストップ 

・ピポット ・ボールキープや突破のためのドリブル 

・空いているスペースへ走り込む動き 

・スクリーンプレー  等 

■  ポイント １ 


